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開催場所：鹿屋体育大学 

試合区分：第 23回全九州大学バスケットボールリーグ戦 男子１部 

試合期日：2016 年 9月 24日(土) 

試合時間：15:00～ 
主審：柏木 琢磨 

副審：原田 拓朗 

第１ピリオド 

九国大＃７金田の３Ｐシュートで試合の幕が明ける。対する九産大も、＃２９船越がすぐ

さまシュートを決め返す。中盤、九産大は激しいディフェンスを仕掛け、九国大のミスを

誘い、得点を重ねていく。試合の主導権を渡すわけにはいかない九国大は、＃１５木下の

ローポストでの力強いプレイ、＃１４江崎のドライブからのレイアップシュート等で九産

大に喰らい付く。２２－１３、九産大が９点をリードし、第１ピリオド終了。 

第２ピリオド 

第２ピリオドも流れは変わらず、九産大ペース。開始早々、九産大＃１１金丸のバスケッ

トカウント、３Ｐシュートで、点差を広げる。離されたくない九国大は、＃７金田がステ

ィールからのレイアップシュートを決め、九産大に傾きかけた流れを引き戻す。しかし九

産大のオフェンスは止まらず、＃２９舟越、＃２４金城が次々にシュートを沈めていく。

４２－２５、九産大のリードは１７点に広がり、試合を折り返す。 

第３ピリオド 

序盤、両チーム激しいディフェンスで競り合う。先制したのは九国大。＃１４江崎のレイ

アップシュートが決まり、均衡が破れる。そこからは点の取り合いになり、九産大は＃３

２橋口の３Ｐシュート、＃１２安藤のファストブレイク、九国大は＃１４江崎のドライブ

で得点を伸ばしていく。終盤、九産大は＃９米須の内外問わない多彩なオフェンスで、九

国大を翻弄する。九国大も＃４岩田の３Ｐシュート等で応戦するも点差は縮まらず、６４

－４６と九産大がリードし、第３ピリオドを終える。 

第４ピリオド 

開始早々、九国大＃１５木下がファウルをもらい、フリースローをしっかりと決める。リ

ードを保ちたい九産大は＃１３上良がレイアップシュートを決め返し、流れを渡さない。

中盤、九国大＃４岩田のジャンプシュートが決まり、九産大は後半１回目のタイムアウト

を請求する。タイムアウト明け、九産大は＃１３上良のアシストから＃５８鈴木の合わせ

のプレイが決まり、点差を広げる。逆転へ望みを繋げたい九国大は、＃７金田のジャンプ

シュート、＃１大谷のバスケットカウントが決まるも及ばず。７６－６０で九産大が勝利

した。 


